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平
成
24
年
松
本
広
域
連
合
議
会
２
月
定
例

会
が
、
去
る
２
月
７
日
に
松
本
市
役
所
大
会

議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
菅
谷
広
域
連
合
長
か

ら
議
案
７
件
が
上
程
さ
れ
、
提
案
説
明
の

後
、
一
般
行
政
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
提
出
議
案
は
、
常
任
委
員
会
で
審
査

が
行
わ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

広

域 活 動 事
業

費

予算総額
４,394,420

（千円）

予算総額
１8,56０
（千円）

分担金及び負担金
４,090,830千円（９３.1％）

財産収入
１2,47０千円
（67.2％）

広域的観光事業
11,4800千円
（61.9％）

消防費
４,020,490千円（９1.5％）

繰越金
5,770千円
（31.1％）

広域活動事務費
1,900千円
（10.2％）

繰入金
56,150千円（1.3％）

議会費
4,91０千円
（０．１％）

予備費
27,320千円（０.６％）

総務費
110,810千円
（2.5％）

公債費
116,340千円（2．7％）

民生費
114,550千円
（２.6％）

使用料及び手数料
4,070千円（０．１％）

諸収入
３２０千円
（1.7％）

予備費
1,880千円
（10.1％）

広域的健康づくり・
スポーツ振興事業
400千円（2.2％）

広域的文化事業
１,000千円（5.4％）
広域的地場産業振興事業
1,90０千円（10.2％）

財産収入
4,240千円（0.1％）

諸収入
84,230千円（１．9％）

繰越金
154,900千円（3.5％）

歳入

歳出

歳入

歳出

●
平
成
24
年
度
松
本
広
域
連
合

　

当
初
予
算
の
概
要

◎
平
成
24
年
２
月
定
例
会

◎
平
成
23
年
11
月
定
例
会

一般会計当初予算ふるさと基金事業
特別会計当初予算

松
本
広
域
連
合
議
会
報
告

◆
提
出
案
件

●
議
案
第
１
号

　

松
本
広
域
連
合
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

●
議
案
第
２
号

　

松
本
広
域
連
合
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

●
議
案
第
３
号

　

平
成
23
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

●
議
案
第
４
号

　

平
成
23
年
度
松
本
広
域
連
合
松
本
地
域
ふ
る

さ
と
基
金
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

●
議
案
第
５
号

　

平
成
24
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算

●
議
案
第
６
号

　

平
成
24
年
度
松
本
広
域
連
合
松
本
地
域
ふ
る

さ
と
基
金
事
業
特
別
会
計
予
算

●
議
案
第
７
号

　

自
動
車
事
故
に
関
す
る
損
害
賠
償
の
額
の
決

定
及
び
和
解
に
つ
い
て

◆
提
出
案
件

●
議
案
第
１
号

　

松
本
広
域
連
合
消
防
本
部
及
び
消
防
署
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
議
案
第
２
号

　

松
本
広
域
連
合
旧
伝
染
病
舎
管
理
基
金
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

●
議
案
第
３
号

　

平
成
23
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

●
議
案
第
４
号

　

平
成
22
年
度
松
本
広
域
連
合
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

平
成
24
年
松
本
広
域
連
合
議
会

２
月
定
例
会

　　

平
成
23
年
松
本
広
域
連
合
議
会
11
月
定
例

会
が
、
昨
年
の
11
月
７
日
に
松
本
市
役
所
大

会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
４
件
が
上
程
さ
れ
、
提
案
説
明
の

後
、
一
般
行
政
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
提
出
議
案
は
、
常
任
委
員
会
で
の
審

査
の
後
、
本
会
議
に
お
い
て
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
松
本
広
域
連
合
議
会

11
月
定
例
会
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歳入合計
21,100
（千円）

諸収入
274千円
（1.30％）

財産収入
１3,855千円
（６5.66％）

ふるさと基金事業費
１1,863千円
（１００％）

繰越金
6,971千円
（33.04％）

歳出合計
４,263,532

（千円）

消防費
４,016,239千円
（９4.20％）

使用料及び手数料
　4,037千円（０.09％）

国庫支出金
9,558千円（0.21％）
県支出金
873千円（０.０2％）
財産収入
6,555千円（０.15％）

広域連合債
24,000千円（0.54％）

繰越金
235,893千円（5.29％）
諸収入
60,034千円（１.34％）

公債費
77,047千円
（１.81％）

議会費
2,140千円
（０.０5％）
総務費
59,368千円
（１.39％）
民生費
108,735千円
（２.55％）

分担金及び負担金
４,121,071千円
（92.36％）

歳入合計
４,462,023

（千円）

歳出合計
１1,863
（千円）

●介護認定審査

●障害程度区分認定審査

審査判定件数
計15,071件

要支援1
1,773件
（11.8%)

要支援2
2,803件
（18.6%)

要介護2
2,629件
（17.4%)

要介護1
2,541件
（16.9%)

要介護3
1,888件
（12.5%)

要介護4
1,729件
（11.5%)

要介護5
1,669件
（11,1%)

非該当
39件

（0.2%)

審査判定件数
計385件

区分1
75件

（19.5%)

区分3
49件

（12.7%)

区分2
119件

（30.9%)

区分4
40件

（10.4%)

区分5
46件

（11.9%)

区分6
55件

（14.3%)

非該当
1件

（0.3%)

●
平
成
22
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
状
況

福
祉
・
地
域
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
祉
・
地
域
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

松
本
広
域
連
合
で
行
っ
て
い
る
、
介
護
認
定
審
査
及
び
障
害
程
度

区
分
認
定
審
査
の
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
審
査

判
定
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆ 

介
護
認
定
審
査
お
よ
び
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査

　

要
介
護
認
定
お
よ
び
障
害
程
度
区
分
認
定
の
た
め
の
調
査
は
、
各
市
村
の
認
定
調
査
員
に
よ
り
行
わ

れ
ま
す
。

　

そ
の
結
果
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
一
次
判
定
の
の
ち
に
、
医
療
、
保
健
及
び
福
祉
の
各
分
野
の
学

識
経
験
の
あ
る
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
審
査
会
に
お
い
て
、
一
次
判
定
結
果
や
特
記
事
項
及
び
主
治
医

意
見
書
を
も
と
に
審
査
判
定
（
二
次
判
定
）
に
付
さ
れ
ま
す
。

　

認
定
調
査
や
審
査
会
に
お
け
る
審
査
判
定
に
つ
い
て
は
、
公
正
・
公
平
か
つ
客
観
的
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
全
国
一
律
の
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

松
本
広
域
連
合
で
は
、
審
査
・
判
定
の
公
平
・
公
正
化
を
、
ま
た
、
認
定
調
査
の
平
準
化
を
図
る
た
め
、

審
査
会
委
員
及
び
認
定
調
査
員
の
研
修
会
を
開
催
し
、
適
正
な
審
査
が
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

　

審
査
件
数
を
前
年
同
期
と
比
較
す
る
と
、
介
護
認
定
審
査
件
数
は
、
主
に
新
規
申
請
が
増
え
て
お

り
、
全
体
で
４
０
４
件
（
２
．
８
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
件
数

は
、
前
年
に
比
較
し
更
新
申
請
の
件
数
が
少
な
い
た
め
、
全
体
で
９
８
件
（
２
０
．
３
％
）
減
少
し
て

い
ま
す
。

ふるさと基金事業
特別会計

一般会計

　

平
成
22
年
度
の
松
本
広
域
連
合
一般
会
計
の

決
算
は
、歳
入
が
44
億
６
２
０
２
万
３
９
７
０
円

（
前
年
度
対
比
１
・
32
％
減
）、歳
出
が
42
億

６
３
５
３
万
２
４
７
２
円（
前
年
度
対
比
０・

52
％
減
）で
、歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た

形
式
収
支
は
、１
億
９
８
４
９
万
１
４
９
８
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、関
係
市
村
か
ら
の
負

担
金
の「
分
担
金
及
び
負
担
金
」が
41
億

２
１
０
７
万
１
８
４
９
円
で
全
体
の
92・36
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、「
消
防
費
」が
40
億
１
６
２
３
万

９
８
０
３
円
で
全
体
の
94・20
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

平
成
22
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、丸
の
内

消
防
署
の
仮
眠
室
区
画
化
等
改
修
工
事
が
あ

り
、ま
た
、消
防
車
両
に
つ
い
て
は
、麻
績
消
防

署
配
置
の
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
兼
用

救
助
工
作
車
、広
丘
消
防
署
、明
科
消
防
署
、

山
形
消
防
署
配
置
の
高
規
格
救
急
自
動
車
及

び
渚
消
防
署
配
置
の
指
揮
広
報
車
を
そ
れ
ぞ

れ
更
新
し
ま
し
た
。

　

な
お
、ふ
る
さ
と
基
金
事
業
特
別
会
計
の
決

算
は
、歳
入
が
２
１
１
０
万
８
４
７
円（
前
年
度

対
比
９
・
16
％
増
）、歳
出
が
１
１
８
６
万

３
４
６
０
円（
前
年
度
対
比
４・01
％
減
）で
、歳

入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
、

９
２
３
万
７
３
８
７
円
と
なって
い
ま
す
。

●
平
成
22
年
度
松
本
広
域
連
合

　

歳
入
歳
出
決
算
の
概
要
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■運航ダイヤ
【平成24年3月25日～平成24年7月12日】

路 線 出　　発

松本発 12：45

札幌発 14：40

松本発 16：35

福岡発 10：50

札幌着 14：10

松本着 16：10

福岡着 18：05

松本着 12：15

到　　着

札
幌
線

福
岡
線

　

長
野
県
内
各
地

の
歴
史
と
風
土
が

育
ん
で
き
た
国
及

び
県
指
定
の
伝
統

的
工
芸
品
等
を
一

堂
に
集
め
て
、
手

作
り
の
良
さ
や
使

い
心
地
の
素
晴
ら

し
さ
、
伝
統
的
な

技
法
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
次
代

を
担
う
伝
統
工
芸
士
育
成
の
た
め
、
「
第
27
回

長
野
県
伝
統
工
芸
品
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

伝
統
的
工
芸
品
の
展
示
販
売
を
は
じ
め
、
伝

統
工
芸
士
等
に
よ
る
製
作
実
演
、
伝
統
的
工
芸

品
紹
介
コ
ー
ナ
ー
等
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
希
望
の
方
は
製
作
を
体
験
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日　

時
】

　

平
成
24
年
３
月
15
日
㈭
～
20
日
㈫

　

午
前
10
時
～
午
後
７
時

　

（
最
終
日
は
午
後
５
時
迄
）

【
場　

所
】

　

井
上
百
貨
店　

本
店
７
階
大
ホ
ー
ル

【
主　

催
】

長
野
県
伝
統
工
芸
品
産
業
振
興
協
議
会

【
入
場
料
】

　

無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

長
野
県
伝
統
工
芸
品
産
業
振
興
協
議
会
事
務

局
（
木
曽
漆
器
工
業
協
同
組
合
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
（
０
２
６
４
）
34

－

２
１
１
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

http://w
w
w
.alps.or.jp/naganokougei/

市
村
情
報

信
州
ま
つ
も
と
空
港

３
月
25
日
か
ら
運
航
ダ
イ
ヤ
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

信
州
ま
つ
も
と
空
港
ま
で
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
の
場
合
は
、
松
本
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
Ｊ
Ｒ
松
本
駅
前
）
か
ら
路
線
バ
ス
「
空
港
・

朝
日
線
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

信
州
ま
つ
も
と
空
港
を
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
に

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

●
Ｆ
Ｄ
Ａ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
０

－
３
７
８
６

－

０
４
８
９

※
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
は
、

F
A
X
：
０
５
４

－

２
７
５

－

２
４
３
１

●
長
野
県
企
画
部
交
通
政
策
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
６

－

２
３
５

－

７
０
１
９

F
A
X
：
０
２
６

－

２
３
５

－

７
３
９
６

　

野
麦
峠
ス
キ
ー
場
で
好

評
の
リ
フ
ト
券
市
民
割
引

が
、
新
た
に
「
地
域
市
民

割
引
」
と
ワ
イ
ド
な
企
画

に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
。

　

今
年
か
ら
、
松
本
市
民

に
加
え
、
塩
尻
市
、
安
曇

野
市
、
山
形
村
、
朝
日
村

に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

は
、
リ
フ
ト
一
日
券
が
大
幅
に
割
引
き
と
な
り

ま
す
。

　

地
域
市
民
割
引
を
ご
利
用
の
場
合
は
、
リ
フ

ト
券
購
入
窓
口
に
て
ご
住
所
等
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
19
歳
の
リ
フ
ト
券
が

無
料
と
な
る
「
雪
マ
ジ
！
19
」
企
画
に
も
参
画

し
て
い
ま
す
。
19
歳
の
皆
さ
ん
は
、
登
録
に
よ

り
リ
フ
ト
料
金
が
い
つ
で
も
無
料
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
野

麦
峠
ス
キ
ー
場
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
シ
ー
ズ
ン
の

営
業
は
、
３
月
25
日
㈰
ま

で
の
予
定
で
す
。

　

乗
鞍
岳
、
穂
高
連
峰
、

御
嶽
山
な
ど
を
望
み
な
が

ら
、
本
格
的
な
ダ
ウ
ン
ヒ

ル
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
冬
は
特
に
身
体
が
温
ま
る
、
奈
川
名
物

「
と
う
じ
そ
ば
」
も
お
す
す
め
で
す
。

●
地
域
市
民
割
引
（
リ
フ
ト
一
日
券
）

・
大
人
（
高
校
生
以
上
）
２
８
０
０
円

　

（
通
常
４
０
０
０
円
）

・
小
人
（
小
・
中
学
生
）　

５
０
０
円

　

（
通
常
２
０
０
０
円
）
※
未
就
学
児
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

野
麦
峠
ス
キ
ー
場

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
（
０
２
６
３
）
79

－

２
２
４
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://gakutoresort.jp

　
只
今
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
予
約
受
付
中

　
※
焼
岳
小
屋
を
除
く
。　

目
の
前
に
そ
び
え

立
つ
穂
高
連
峰
や
焼

岳
…
。

　

上
高
地
の
魅
力
と

感
動
を
、
ぜ
ひ
、
お

泊
り
で
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

　

上
高
地
の
松
本
市

営
宿
泊
施
設
（
上
高

地
ア
ル
ペ
ン
ホ
テ

ル
、
徳
沢
ロ
ッ
ヂ
）

は
、
現
在
、
４
月
下
旬
か
ら
の
今
シ
ー
ズ
ン
の

宿
泊
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
（
焼
岳
小

屋
は
５
月
下
旬
か
ら
の
予
約
受
け
付
け
と
な
り

ま
す
。
）

　

新
緑
が
美
し
い
５
月
中
旬
～
６
月
上
旬
、
花

が
多
い
７
月
～
８
月
、
そ
し
て
紅
葉
が
鮮
や
か

な
10
月
上
旬
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
美
し
い
見

ど
こ
ろ
が
満
載
で
す
。

　

上
高
地
の
魅
力
と
し
て
、
静
寂
の
中
、
澄
み

切
っ
た
空
気
を
満
喫
で
き
る
早
朝
、
市
街
地
と

は
、
ま
た
た
き
が
違
う
星
空
な
ど
、
宿
泊
す
れ
ば

こ
そ
味
わ
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

松
本
市
営
宿
泊
施
設
で
は
、
松
本
市
民
向
け

に
、
市
民
割
引
料
金
も
設
定
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
、
お

で
か
け
く
だ
さ
い
。

【
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

●
上
高
地
ア
ル
ペ
ン
ホ
テ
ル

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
（
０
２
６
３
）
95

－

２
２
３
１

　

●
徳
沢
ロ
ッ
ヂ

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
（
０
２
６
３
）
95

－

２
５
２
６

※
市
民
割
引
を
受
け
る
場
合
は
、
旅
行
代
理

店
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
か
ら
の
予
約
で
な

く
、
電
話
で
直
接
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

松
本
市
営　

上
高
地
施
設
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
（
松
本
市
）

野
麦
峠
ス
キ
ー
場
か
ら
の
お
知
ら
せ（
松
本
市
）

第
27
回
長
野
県
伝
統
工
芸
品
展（
松
本
市
）
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「
善
光
寺
街
道
巡
礼
歩
き
旅
」

Vol.13

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見

　

ま
た
、
昼
食
は
、
上
高
地
観
光
セ
ン
タ
ー
２

階
の
市
営
上
高
地
食
堂
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

団
体
で
の
事
前
予
約
も
可
能
で
す
。
名
物
か
っ

ぱ
焼
き
も
お
土
産
に
ど
う
ぞ
。

【
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

●
上
高
地
食
堂

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
（
０
２
６
３
）
95

－

２
０
３
９

　

４
月
１
日
か
ら
波
田
総
合
病
院
の
名
称
が

「
松
本
市
立
病
院
」
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
名
称
変
更
に
は
二
つ
の
大
き
な
願
い

を
込
め
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
よ
り
広
く
地
域
の
病
院
で
あ
り
た
い

と
い
う
思
い
で
す
。
今
ま
で
も
、
多
く
の
方
に

病
院
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
救

急
車
は
年
間
約
１
０
０
０
台
を
受
け
入
れ
て
い

て
、
松
本
地
域
全
域
か
ら
搬
送
さ
れ
て
き
ま

す
。
お
産
も
年
間
約
６
０
０
件
あ
り
、
松
本
地

域
の
多
く
の
新
し
い
命
が
こ
こ
で
誕
生
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
広
い
地
域
の
皆
さ

ん
に
、
病
院
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
願
い
は
、
10
年
後
20
年
後
の
こ

の
病
院
を
支
え
て
く
れ
る
若
者
た
ち
に
こ
の
病

院
を
覚
え
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
す
。
病
院

は
医
師
、
看
護
師
に
限
ら
ず
多
く
の
ス
タ
ッ
フ

か
ら
な
る
専
門
職
集
団
で
す
。
今
ま
で
も
専
門

職
の
人
材
確
保
の
難
し
さ
を
し
ば
し
ば
経
験
し

て
き
ま
し
た
。
自
分
達
の
病
院
を
自
分
達
で
支

え
守
ろ
う
と
、
志
を
同
じ
に
す
る
若
人
た
ち
に

た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
全
国
区
で
あ
る
「
松
本
」

の
名
前
が
つ
い
た
シ
ン
プ
ル
な
名
称
と
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
よ
り
よ
い
地
域
医
療
の
構
築
に
さ
ら

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

波
田
総
合
病
院

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
（
０
２
６
３
）
92

－

３
０
２
７

　

こ
ど
も
広
場

は
、
塩
尻
市
大
門

の
ウ
イ
ン
グ
ロ
ー

ド
ビ
ル
３
階
に
一

昨
年
８
月
末
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
未
就
学
（
０

歳
～
６
歳
）
の
お

子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
が
、
年
齢
発

達
に
合
わ
せ
、
30

種
類
以
上
の
様
々

な
遊
び
を
自
由
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
、
い
わ

ば
「
室
内
型
遊
び
の
公
園
」
に
な
っ
て
い
ま

す
。
年
度
登
録
（
１
家
族
２
０
０
円
）
に
よ
り

何
回
で
も
入
場
で
き
ま
す
。

　

今
年
は
、
「
木
育
（
木
を
使
い
森
林
を
守

り
、
自
然
環
境
を
守
る
教
育
）
」
に
ち
な
ん
だ

木
製
遊
具
を
徐
々
に
設
置
し
て
い
く
予
定
で
す

の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

【
利
用
時
間
】　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

【
休
館
日
】

　

水
曜
日
・
年
末
年
始
（
12
／
29
～
１
／
３
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

塩
尻
市
こ
ど
も
広
場

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
（
０
２
６
３
）
53

－

６
６
６
０

　

古
く
か
ら
の
霊
場
を
巡
る
こ
と
を
「
巡

礼
」
と
言
い
ま
す
。
善
光
寺
は
日
本
有
数
の

霊
場
と
し
て
、
巡
礼
の
道
が
全
国
へ
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
善
光
寺
へ
通
じ
る
道
は
い
ず

れ
も
善
光
寺
道
と
呼
ば
れ
、
遠
く
岡
山
県
津

山
市
に
ま
で
「
善
光
寺
百
五
十
五
里
」
と
刻

ま
れ
た
道
標
が
あ
り
ま
す
。

　

西
国
か
ら
の
巡
礼
道
と
し
て
は
、
中
山

道
洗
馬
宿
か
ら
松
本
を
経
て
、
篠
ノ
井
追

分
で
北
国
街
道
と
合
流
す
る
道
が
、
特
別

に
「
善
光
寺
街
道
」
と
呼
ば
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
善
光
寺
街
道
を
巡
礼
道
と
し
て

復
興
し
よ
う
と
活
動
し
て
い
る
の
が
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
善
光
寺
街
道
歩
き
旅
推
進
局

で
す
。
善
光
寺
街
道
80
㎞
の
沿
線
地
域
に

呼
び
か
け
、
平
成
20
年
に
街
道
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
善
光
寺
街
道
協
議
会
を
立
上
げ
、

そ
の
事
務
局
と
し
て
様
々
な
企
画
運
営
を

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
善
光
寺
街

道
巡
礼
歩
き
旅
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
方
が
歩
い
て
善
光
寺
参
り
を
果
た
し
ま

し
た
。
道
中
の
石
仏
や
寺
社
に
巡
拝
し
て

一
歩
一
歩
先
人
の
祈
り
を
辿
る
、
そ
こ
に

は
歩
く
こ
と
で
し
か
味
わ
え
な
い
魅
力
が

あ
り
ま
す
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
、
本
物
の
善

光
寺
参
り
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加

申
し
込
み
は
『
善
光
寺
街
道 

道
の
文
化

祭
』
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

〈
善
光
寺
街
道　

道
の
文
化
祭
〉

　

３
月
４
日
㈰　

９
：
00
～
15
：
30

　

長
野
県
松
本
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

●
車
座
集
会
『
善
光
寺
街
道
４
０
０
年

　

（
平
成
26
年
）
に
向
け
て
』

●
絵
解
き
『
善
光
寺
縁
起
』

●
ス
ラ
イ
ド
で
観
る
巡
礼
歩
き
旅

●
巡
礼
歩
き
旅　

参
加
申
し
込
み
受
付　

　

他　

各
宿
場
ブ
ー
ス
な
ど
展
示
多
数

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
善
光
寺
街
道
歩
き
旅
推
進
局

〒
399
‐
７
７
０
２

　

長
野
県
東
筑
摩
郡
麻
績
村
日
２
１
５
４

�
：
０
９
０
‐
２
１
６
０
‐
６
８
４
０（
小
瀬
）

�
：
０
２
６
３
‐
６
７
‐
２
９
２
２

４
月
１
日
か
ら
波
田
総
合
病
院
は「
松
本
市

立
病
院
」に
名
称
変
更
し
ま
す（
松
本
市
）

塩
尻
市
こ
ど
も
広
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い（
塩
尻
市
）

	日程	 　前期	 　後期	 　　			行　　程	 歩行距離
	 １	 5/ 8㈫	 9/ 4㈫	 洗馬駅−村井駅	 11㎞
	 ２	 5/14㈪	 9/10㈪	 村井駅−岡田出張所バス停	 11㎞
	 ３	 5/22㈫	 9/18㈫	 岡田出張所−四賀支所	 11㎞
	 ４	 5/30㈬	 9/24㈪	 四賀支所−西条駅	 8㎞
	 ５	 6/ 3㈰	 9/30㈰	 西条駅−聖高原駅	 9㎞
	 ６	 6/11㈪	 10/ 1㈪	 聖高原駅−姨捨駅	 10㎞
	 ７	 6/17㈰	 10/10㈬	 姨捨駅−稲荷山駅	 11㎞
	 ８	 6/28㈭	 10/16㈫	 稲荷山駅−川中島駅	 10㎞
	 ９	 7/ 7㈯	 10/22㈪	 川中島駅−善光寺宿坊泊	 9㎞
	 10	 7/ 8㈰	 10/23㈫	 お朝事−往生寺-善光寺	 4㎞

〈平成24年度 善光寺街道巡礼歩き旅 日程〉

参加費：1日2,000円（交通費・昼食・宿泊等は実費）
定　員：各30名

▲善光寺街道の起点、洗馬の分（わか）去（さ）れ

▲宿坊での夕食、善光寺寿量院住職のお話を聞く
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（件）

3月～4月だけで
火災62件が発生！
（前年比30件増）

月別火災発生件数グラフ

（注意）３月～４月に火災が多発
　昨年１年間の火災は203件で、前年に比べ47件増加し、死者13名、負傷
者30名など多大な被害となりました。死者の内訳は、逃げ遅れ６名、放火
自殺４名、着衣着火３名となっています。
　特に、３月～４月にかけて火災が多発しています。春先は、空気が乾燥し
風も強くなり、火災の発生しやすい気象条件です。畔焼き等、火気の取扱い
には十分注意してください。

　昨年は、「たき火」などが原因の火災
が急増しました。空気が乾燥し、風が
強い日は、非常に危険ですので、たき
火をしてはいけません。

　思わぬ速さで、炎が延焼・拡大します。
　建物や車両などに燃え移る可能性が高くなり、
着衣に燃え移ると、深刻な
ヤケドとなってしまいま
す。草焼き灯油バーナーの
使用は、継手の灯油漏れに
注意しましょう。

（注意）火災が多発しています！3月1日～7日 全国一斉に「春の火災予防運動」を実施します。

着衣着火で死者３名が発生しています
－「たき火」による火災の怖さ－

風が強い日は、たき火をしない！
たき火から、目を離さない！
「野焼き」は原則禁止！



67

0 5,000 10,000 15,000 20,000

15,818件

7,443件
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12,090件
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平成23年
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18年

17年

16年

15年

14年
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12年

11年

10年

9年

8年

7年

6年
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急病

交通

一般負傷

その他

新生児

乳幼児

成人

高齢者

市村区分

松 本 市

塩 尻 市

安 曇 野 市

麻 績 村

生 坂 村

山 形 村

朝 日 村

筑 北 村

合　　計

出場件数

17

19

13

14

12

11

10

13

49

◆松本地域への出場状況（２機合計）

◆救急出場件数の推移

　長野県で２機目となる「信州ドクターヘリ松本」が、信州大学医学部附属
病院を基地病院として、平成23年10月1日から運航が開始されました。ド
クターヘリは、救急現場への早期の医療提供を目的とし、「信州ドクターヘ
リ佐久」とともに、信州の空から県民の救命に向かいます。
　ドクターヘリの離着陸にあたっては、安全確保のため救急隊員等の
指示に従っていただくよう、ご協力をお願いします。

　松本広域消防局管内における、平
成23年中の救急出場件数は15,818件

（1日平均43件）、搬送人員は15,232人
（地域住民27人に1人の割合）となり、
過去最高の出場となりました。
軽傷者が半数を占め、救急車の
適正利用が問われています。
　また、木曽広域消防本部に業務委託
をしている塩尻市楢川地区においては
146件の出場があり、138人を搬送して
います。
　事故種別では急病63.7％と最も多

く、救急搬送者の年齢区分
については高齢者(65歳
以上）が約6割を占めてい
ます。

（注意）火災が多発しています！「空飛ぶ救急治療室-信州ドクターヘリ」運航開始

平成23年中の救急出場状況　−前年比838件増加−

現場直近の農道に着陸したドクターヘリ
※H23.10.1～H24.1.31
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合計
22,498件

災害
15,864件
（71％）

試験・訓練
2,051件
（9％）

当番医照会
1,222件
（5％）

その他
3,361件
（15％） 当番医照会、

その他が
約20％を占める

電話による案内　0263-35-9111
救急当番医、火災情報の案内です。

ホームページによる案内
松本広域消防局→救急当番医

http://www.m-kouiki119.jp/

FAXによる案内　0263-28-9898
最新の災害情報及び救急当番医情報をFAXで入手できます。
   ● ダイヤルした後、約３０秒後に【＃�１】を押し、約１５秒後に
　   【受信スタート】し、受話器を置いてください。

１１９番は火事・救急専用です

平成23年119番通報受信件数

　松本地域における119番受信件数は、22,498件で前年と比べ512件
（2.3％）増加しました。
　災害に直接関係のない、当番医の照会や、その他は4,583件（20％）と
なりました。
　実際の災害通報に支障がありますので、当番医等の問い合わせは、
ホームページ・テレホンガイド等をご利用ください。

−救急当番医・災害情報を知りたいときは−
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